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スピン共鳴装置(ESlも 日本電子社製)を 用い、DMPOに よるスピン トラップ法で行った。ヒドロキシラジカルはFe存 在
下のFenton反 応により過酸化水素水から生成させたC・10mMErrPAを 含む10mM硫 酸第一鉄150μ1と0.1MDMPO
溶液1(X)μ1、抗酸化剤 適量、0.IM過 酸化水素水150μ1を 混合直後、ESR測 定した。
電解還元水は水量200±5ml/分 、電気分解時の電圧は12V、20V、30V、40Vの4段 階のものを1000～3000μ1ま で100
μ】ごとにESRで 測定 し、スピン数を計算後、水道水との比較で消去率を出した。また、アスコルビン酸は10mMの 溶液100
～7()Qu1ま で100μ1ご とに測定したが、間隔の開いた100～150μ1ま では10μ1ご とに測定し、同様に消去率を出した、,そ
の後、電解還元水との相乗効果をみるため、電解還元水とアスコルビン酸のヒドロキシラジカル消去率の合計が70%に なる
ように混合(電 解還元水30%・ アスコルビン酸40%、 電解還元水50%・ アスコルビン酸20%)し 、同様の手順で測定した,
測定は各分量で3回 ずつ行い平均値を用いた。
【結剰






























。 植 木 厚(19&!)
・ 朝 倉 邦 造(】996)
・ 吉 川 敏 …一(1997)
・ 西 川 弘 恭 、 吉 川 敏 一一・
ビタ ミン学 皿 日本 ビタ ミン学会 東 京 化学 同人(P.567～599)
ビタ ミンの事 典 日本 ビタ ミン学 会 朝 倉書 店(P.354～382)
フ リー ラ ジカル の科 学 講談 社 サイ エ ンテ ィフィ ク(P.3～12、P43～96)
(】989)ESRと ブ リmラ ジカル 株 式 会社 日本 医学 会(P.109～114)
一81一
